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第二部　公儀触等の伝達研究

寛
政
七
年
不
受
不
施
派
禁
令
触
の
伝
達　

東　
　

昇

は
じ
め
に

近
世
に
お
い
て
、
公
儀
触
は
全
国
各
地
へ
ど
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
て
い
た
の

か
。
こ
の
公
儀
触
の
各
地
・
各
藩
へ
の
伝
達
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
近
年
、

山
田
洋
一
氏
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
成
果
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る1

。
ま
た
、
公
儀
触
の
作
成
と
伝
達
に
関
し
て
は
、
藤
井
讓
治
氏
が
幕
府
か

ら
江
戸
の
町
へ
の
伝
達
を
明
ら
か
に
し
て
い
る2

。
さ
ら
に
、
同
一
の
公
儀
触
が

全
国
へ
伝
達
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
水
本
邦
彦
氏
に
よ
る
浦
触
の
研
究
が
代

表
的
で
あ
る3

。
浦
触
は
幕
府
か
ら
幕
府
領
・
藩
領
を
問
わ
ず
、
浦
の
町
村
へ
横

断
的
に
伝
達
さ
れ
る
「
横
断
型
」
と
さ
れ
る
。
一
方
で
、
通
常
の
幕
府
の
触
は
、

幕
府
か
ら
代
官
・
幕
府
領
、
大
名
・
藩
領
へ
と
伝
達
さ
れ
る
「
下
達
型
」
で
あ
る
。

本
稿
で
分
析
の
対
象
と
す
る
の
は
、
こ
の
「
下
達
型
」
に
分
類
さ
れ
る
通
常

公
儀
触
の
全
国
伝
達
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
近
世
に
禁
教
と
さ

れ
た
不
受
不
施
派
に
関
す
る
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
公
儀
触
を
事
例
と
し
て

取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
こ
の
不
受
不
施
派
の
信
仰
の
概
要
を
示
し
、
禁
令
の
直
接

的
な
契
機
と
な
っ
た
上
総
・
下
総
国
に
お
け
る
摘
発
と
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
。そ
し
て
、不
受
不
施
派
禁
令
触
が
全
国
各
地
に
ど
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
、
月
別
の
変
遷
や
藩
法
令
集
な
ど
を
通
じ
て
地
域
性
を
考
察
す
る
。

一　

不
受
不
施
派
の
信
仰
と
禁
令
の
背
景

（
一
） 

不
受
不
施
派
と
幕
府
に
よ
る
禁
教

不
受
不
施
派
は
、
日
蓮
宗
の
一
派
で
あ
り
、
京
都
妙
覚
寺
住
持
の
日
奥
を
祖

と
す
る
集
団
で
あ
る4

。「
不
受
」
と
は
、
法
華
宗
の
信
者
以
外
か
ら
の
布
施
供
養

を
拒
否
す
る
こ
と
を
指
し
、「
不
施
」
と
は
、
不
受
不
施
派
の
信
者
が
他
宗
の
寺

院
や
僧
侶
に
対
し
て
布
施
供
養
を
行
わ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
思
想
は
、

日
蓮
の
教
え
を
厳
密
に
守
る
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
た
。

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）、
江
戸
幕
府
は
不
受
不
施
派
を
禁
教
と
し
、
全
国
的

な
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
。
特
に
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
の
三
都
や
、
安
房
、

下
総
、
備
前
、
備
中
、
美
作
な
ど
主
た
る
拠
点
と
さ
れ
た
地
域
で
は
、
不
受
不
施

派
の
活
動
が
問
題
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
不
受
不
施
派
は
地
下
組
織
と
し

て
の
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
信
者
間
で
連
携
を
保
ち
な
が
ら
存
続
し
た
。
こ
の

組
織
は
、
他
宗
派
の
寺
院
に
檀
家
と
し
て
所
属
す
る
信
者
で
あ
る
内
信
を
基
礎
と

し
、
そ
れ
を
統
率
す
る
法
立
（
指
導
者
）、
さ
ら
に
そ
の
補
佐
役
で
あ
る
法
中
（
僧

侶
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
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（
二
）
寛
政
七
年
幕
府
に
よ
る
禁
令

　

ま
ず
寛
政
七
年
に
出
さ
れ
た
不
受
不
施
派
に
関
す
る
触
を
み
て
い
き
た
い
。

【
史
料
１
】　

不
受
不
施
派
禁
令
触5

寛
政
七
卯
年
八
月

　
　
　

三
奉
行
江

上
総
国
、
下
総
国
村
々
百
姓
共
、
日
蓮
宗
不
受
不
施
之
伝
法
を
習
ひ
受
、
其

身
は
勿
論
、
人
ニ
も
す
ゝ
め
、
重
キ
御
仕
置
ニ
相
成
候
も
の
も
有
之
、
近
年

ニ
お
よ
ひ
候
て
も
不
受
不
施
之
僧
俗
重
科
ニ
行
ハ
る
ゝ
所
、
右
之
内
ニ
は
新

門
徒
又
は
内
信
心
抔
と
名
目
を
附
、
前
々
御
仕
置
ニ
相
成
候
不
受
不
施
之
僧

を
日
蓮
同
様
ニ
尊
敬
い
た
し
候
も
の
、
或
は
何
之
無
弁
、
右
ニ
加
り
候
も
の

迄
も
、
夫
々
咎
請
候
は
、
畢
竟
其
所
之
支
配
人
、
村
役
人
等
心
附
方
不
行
届

故
之
儀
ニ
候
、
農
業
を
専
一
ニ
い
と
な
ミ
、
分
限
ニ
応
し
、
先
祖
之
法
事
追

善
等
執
行
ひ
候
は
勿
論
之
儀 

、
い
と
ま
あ
る
も
の
は
仏
道
を
信
し
候
ハ
勝

手
次
第
之
事
候
得
共
、
日
蓮
宗
之
内
、
受
不
受
之
訳
等
は
百
姓
共
之
論
す
へ

き
事
ニ
あ
ら
す
、
公
儀
よ
り
被
立
置
候
宗
門
之
外
、
帰
依
致
す
へ
き
筋
ニ
無

之
と
の
み
相
心
得
候
得
は
事
足
儀
ニ
候
間
、
是
等
之
趣
も
能
々
相
弁
、
紛
敷

宗
法
之
持
チ
方
致
し
間
敷
、
右
之
通
申
渡
上
は
、
重
て
不
受
不
施
類
之
宗
門

相
持
候
も
の
有
之
候
は
、
当
人
は
不
及
申
、
其
所
之
も
の
迄
も
厳
科
可
被
行

候
、且
右
両
国
之
外
ニ
て
も 

不
受
不
施
は
勿
論
之
儀
、都
て
何
宗
に
よ
ら
す
、

異
風
成
ル
執
行
ひ
致
間
敷
候
、
万
一
申
勧
め
候
者
於
有
之
は
、
其
所
之
奉
行

所
并
御
代
官
又
は
領
主
、
地
頭
え
早
々
可
申
出
候
、

右
之
通 

、
御
料
は
御
代
官
、
私
領
は
領
主
、
地
頭
よ
り
不
洩
様
可
申
渡
候
、

右
之
趣
、
可
被
相
触
候
、

　
　

八
月

こ
の
触
に
つ
い
て
、
以
下
の
三
点
に
区
分
し
て
詳
し
く
分
析
す
る
。
ま
ず
、

①
上
総
・
下
総
国
の
村
々
に
住
む
百
姓
た
ち
が
、
日
蓮
宗
不
受
不
施
の
教
え
を
学

び
、
そ
れ
を
自
ら
実
践
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
人
に
も
勧
め
た
結
果
、
厳
し
い
処

罰
を
受
け
る
者
が
出
た
。
近
年
に
お
い
て
も
、
不
受
不
施
を
信
仰
す
る
僧
侶
や
俗

人
が
重
い
罰
を
受
け
る
事
件
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、「
新
門
徒
」
や
「
内

信
心
」
な
ど
の
名
目
を
つ
け
、
以
前
に
処
罰
さ
れ
た
不
受
不
施
の
僧
侶
を
日
蓮
と

同
様
に
尊
敬
す
る
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
根
拠
も
な
く
こ
れ
に
加
わ

る
者
ま
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
罪
を
問
わ
れ
て
い
る
、
と
あ
る
。
問
題
と
な
る
信

仰
の
特
徴
と
し
て
、
上
総
・
下
総
が
対
象
地
で
あ
る
こ
と
、「
新
門
徒
」
や
「
内

信
心
」
な
ど
の
形
で
集
団
化
し
、
信
仰
を
他
者
に
勧
め
る
こ
と
で
勢
力
を
拡
大
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
の
支
配
者
や
村
役
人
が
こ
れ
を
放
置

し
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
②
農
業
に
専
念
し
、
身
分
に
応
じ
て
先
祖
供
養
や
追
善
供
養
を
行

う
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
余
裕
が
あ
る
者
が
仏
道
を
信
仰
す
る
こ
と
は
個
人
の
自

由
と
認
め
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
禁
教
と
さ
れ
る
受
不
受
と
い
う
教
理
上
の
議

論
を
百
姓
が
論
じ
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。
幕
府
が
公
認
し
た
宗
派
以
外
の
信

仰
は
禁
止
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
そ
れ
を
守
る
べ
き
だ
と
し
、
禁
教
政
策
を
改

め
て
確
認
し
て
い
る
。
最
後
に
、
③
混
乱
を
招
く
宗
教
活
動
は
禁
止
し
、
不
受
不

施
信
仰
を
継
続
す
る
者
に
は
本
人
を
含
め
厳
罰
を
科
す
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
上
総
・
下
総
以
外
の
地
域
で
も
、
不
受
不
施
を
は
じ
め
、
い
か
な
る
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宗
派
で
あ
れ
異
風
な
信
仰
や
行
動
は
禁
止
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
触
は
、
寛
文
五
年
の
不
受
不
施
派
禁
令
か
ら
一
三
〇
年
後
に
出
さ
れ
た

禁
教
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
発
端
は
上
総
・
下
総
と
い
う
特
定
の
地
域
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
全
国
触
と
し
て
展
開
し
た
。

（
三
）
下
総
に
お
け
る
多
古
法
難

こ
の
発
端
と
な
っ
た
上
総
・
下
総
は
、
不
受
不
施
派
の
信
仰
が
盛
ん
な
地
域

で
あ
り
、
村
民
の
内
信
心
の
露
顕
や
取
り
締
ま
り
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
た
。
つ

ぎ
に
寛
政
七
年
の
全
国
触
に
至
る
一
八
世
紀
後
期
の
実
態
を
紹
介
し
て
い
く
。

上
総
国
山
辺
郡
南
飯
塚
村
で
は
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
一
〇
月
の
「
指

上
申
一
札
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
名
主
役
を
務
め
た
者
が
一
〇
数
年
前
ま
で
不
受
不

施
派
を
内
信
心
し
て
い
た6

。
ま
た
、
そ
の
後
も
村
人
た
ち
が
内
信
心
し
て
い
た

事
実
を
届
け
出
な
か
っ
た
た
め
、
幕
府
に
よ
っ
て
軽
追
放
の
処
分
を
受
け
た
と
さ

れ
る
。
こ
の
村
で
は
、
寛
政
三
年
に
は
内
信
心
者
に
対
し
て
菩
提
寺
の
信
仰
を
守

る
旨
の
誓
約
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
、
不
受
不
施
派
の
僧
が
記
し
た
本
尊
を
没
収

す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

下
総
国
に
お
け
る
不
受
不
施
派
の
弾
圧
は
、
寛
政
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て

特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
弾
圧
は
、い
わ
ゆ
る「
多
古
法
難
」と
し
て
知
ら
れ
る
。

不
受
不
施
派
の
信
者
名
を
把
握
す
る
た
め
に
、
村
々
の
名
主
に
信
者
名
簿
の
提
出

が
命
じ
ら
れ
、そ
れ
を
基
に
し
て
厳
し
い
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
た7

。
こ
の
結
果
、

下
総
に
お
け
る
津
寺
派
の
法
中
は
壊
滅
に
追
い
込
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。ま
た
、

下
総
国
香
取
郡
中
佐
野
村
で
は
全
戸
が
不
受
不
施
派
の
信
者
で
あ
り
、
集
落
内
に

寺
院
を
持
た
ず
、
隣
村
の
東
台
村
と
共
有
の
教
会
を
利
用
し
て
い
た
。
寛
政
六
年

の
弾
圧
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
に
よ
り
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
２
】　

中
佐
野
村
文
書8

一
寛
政
六
年
十
月
朔
日

御
公
義
様
為
御
用
、　

近
村
不
受
不
施
之
僧
共
被
召
捕
候
、　

但
シ
御
下
リ
被

成
候
御
役
人
様
名
前
左
之
通
り　
　
　

多
古
本
宿
名
主
清
兵
衛
ニ
御
止
宿

大
貫
治
左
衛
門
様
手
代
原
善
右
衛
門
、
同
人
手
代
宮
下
順
蔵
、
関
東
郡
代
様

附
大
嶋
友
三
郎
、
御
小
人
目
附
荒
井
源
兵
衛
、
御
小
人
目
附
大
橋
善
四
郎
、

関
東
郡
代
附
御
普
請
役
荒
井
平
吉
郎

　

�

右
十
月
朔
日
玉
作
村
隠
居
大
屋
被
召
捕
、　

其
後
隠
居
被
召
捕
ニ
而
大
家

縄
御
免

こ
こ
で
は
、
幕
府
の
御
用
と
し
て
近
村
の
不
受
不
施
派
の
関
係
者
を
捕
ら
え

る
た
め
に
役
人
が
多
古
本
宿
に
止
宿
し
て
お
り
、玉
作
村
の
隠
居
大
屋
を
は
じ
め
、

各
村
の
関
係
者
が
次
々
と
捕
縛
さ
れ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
こ
の

事
件
は
「
寛
政
六
年
下
総
法
難
」
と
し
て
知
ら
れ
、文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
頃
、

備
前
国
赤
磐
郡
森
末
庵
主
で
あ
り
、
多
古
法
難
の
犠
牲
者
で
あ
っ
た
下
総
国
香
取

郡
東
台
村
の
佐
藤
内
蔵
右
衛
門
の
子
、
理
順
院
日
成
に
よ
る
聞
き
書
き
が
残
さ
れ

て
い
る9

。
こ
の
記
録
に
は
、
法
中
一
一
人
が
牢
死
、
一
人
が
遠
島
、
宿
主
七
人

が
牢
死
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
不
受
不
施
派
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
備
前

国
に
も
、
下
総
の
法
難
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
不
受
不
施
派
の
活
動
は
そ
の
宗
教
的
理
念
の
厳
密
さ
ゆ
え

に
、
幕
府
の
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
り
、
各
地
の
弾
圧
の
過
程
で
多
く
の
信
者

が
迫
害
を
受
け
た
。
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（
四
）
浦
上
崩
れ
、
真
宗
隠
れ
念
仏
・
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

全
国
触
へ
の
展
開
の
背
景
と
し
て
、
九
州
で
発
生
し
た
肥
前
浦
上
一
番
崩
や

肥
前
田
代
領
に
お
け
る
真
宗
隠
れ
念
仏
の
摘
発
も
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る10

。
寛
政
二
年
七
月
に
発
生
し
た
肥
前
浦
上
一
番
崩
は
、
浦
上
村
の
村
人
一
九

人
が
庄
屋
の
密
告
に
よ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
疑
い
を
受
け
捕
縛
さ
れ
た
事
件
で
あ

る
。
一
方
、
対
馬
藩
の
飛
地
で
あ
る
肥
前
田
代
領
で
は
、
宝
暦
期
（
一
七
五
一
〜

一
七
六
四
）
に
真
宗
隠
れ
念
仏
の
摘
発
が
行
わ
れ
て
い
る11

。

寛
政
二
年
、
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
の
庄
屋
で
あ
る
上
田
宜
珍
の
日
記
に
は
、

田
方
見
分
の
た
め
に
来
村
し
た
預
所
島
原
藩
の
役
人
川
村
か
ら
信
仰
に
関
す
る
質

問
を
受
け
た
記
録
が
あ
る12

。
そ
の
中
で
川
村
は
、「
当
郡
之
儀
古
来
邪
宗
門
蜂
起

之
地
ニ
有
之
候
間
、
随
分
念
入
少
ニ
而
も
不
審
成
者
有
之
候
ハ
ヽ
申
出
候
様
」
と

述
べ
、
島
原
・
天
草
の
乱
を
前
提
と
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
取
締
に
関
す
る
指

示
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、「
当
時
者
肥
前
御
領
な
と
江
邪
宗
之
類
ニ
紛
敷
事
も

有
之
由
」
と
し
て
浦
上
崩
れ
を
示
唆
し
、
村
人
が
他
国
へ
赴
き
関
係
を
持
つ
場
合

や
、
旅
僧
が
在
家
で
法
談
を
行
い
不
思
議
を
見
せ
て
勧
誘
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

も
警
戒
を
促
し
た
。
さ
ら
に
、
川
村
は
村
内
の
真
宗
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、
仮

に
百
万
遍
な
ど
が
怪
し
ま
れ
れ
ば
罪
に
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
村
役
人

に
対
し
て
は
拡
大
す
る
前
に
取
り
締
ま
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

一
八
世
紀
後
期
に
は
、
真
宗
隠
れ
念
仏
や
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
摘
発
が
相
次

ぎ
、
い
ず
れ
も
幕
府
の
関
与
の
も
と
で
処
理
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
、
下
総

に
お
け
る
多
古
法
難
な
ど
不
受
不
施
派
へ
の
大
規
模
摘
発
が
契
機
と
な
り
、
全
国

触
へ
と
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

全
国
へ
の
伝
達
と
地
域
性

（
一
） 

関
東
に
お
け
る
伝
達
状
況

今
回
対
象
と
し
た
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
不
受
不
施
派
禁
令
触
は
三
一

件
（
幕
府
を
含
め
て
三
二
件
）
で
あ
る13

。
ま
ず
そ
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

対
象
地
域
は
盛
岡
藩
か
ら
熊
本
藩
に
至
る
全
国
に
及
ぶ
。【
表
】
は
、
こ
の
触
を

国
別
に
北
か
ら
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
領
主
の
内
訳
は
、
藩
が
二
三
件
、
幕
府
関

係
（
幕
府
領
代
官
所
、
預
所
、
京
都
や
大
坂
な
ど
）
が
七
件
、
旗
本
領
が
一
件
で

あ
る
。
触
が
記
録
さ
れ
た
文
書
の
種
類
は
、
御
用
留
が
一
九
件
、
幕
府
や
藩
の
法

令
集
・
記
録
が
七
件
、
そ
の
他
日
記
や
記
録
、
随
筆
が
含
ま
れ
て
い
る
。
作
成
者

は
、
御
用
留
の
場
合
、
村
の
庄
屋
・
名
主
、
大
庄
屋
、
寺
院
、
ま
た
は
町
に
あ
る

会
所
や
町
代
な
ど
の
役
人
が
記
録
し
て
い
た
。

つ
ぎ
に
、
伝
達
さ
れ
た
触
の
月
日
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
以
下
の
特
徴
が

確
認
で
き
る
。
全
体
で
は
八
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
五
か
月
間
に
わ
た
り
、
八
月

が
八
件
、九
月
が
一
四
件
、一
〇
月
が
六
件
、一
一
月
が
二
件
、一
二
月
が
一
件
と
、

九
月
ま
で
に
全
体
の
約
八
割
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
。
八
月
の
触
は
す
べ
て
月
の
み

が
記
さ
れ
、
具
体
的
な
日
付
が
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
公
儀
触

本
文
に
月
の
み
記
載
さ
れ
、
各
領
主
の
添
文
に
日
付
が
省
略
さ
れ
て
い
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
岸
和
田
藩
領
の
和
泉
国
南
郡
大
川
村
の
御
用
留

に
は
、「
右
之
趣
、
今
度
従
公
儀
被
仰
出
候
間
、
此
段
郷
中
江
可
相
触
候
、
以
上
」

「
右
之
通
被
仰
出
候
間
、
可
（
得
脱
カ
）其
意
事
、
御
家
老
中
様
、
御
名
前
也
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
日
付
は
記
さ
れ
て
い
な
い14

。
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九
月
の
一
四
件
の
う
ち
、
上
旬
の
伝
達
は
関
東
と
そ
の
周
辺
国
に
集
中
し
て

い
る
。
最
も
早
い
の
は
九
月
六
日
で
、
幕
府
領
代
官
玉
田
新
平
役
所
か
ら
出
さ
れ

た
武
蔵
国
多
摩
郡
新
町
村
、
お
よ
び
同
じ
く
玉
田
新
平
役
所
か
ら
出
さ
れ
た
田
安

領
の
武
蔵
国
多
摩
郡
郡
野
上
村
の
触
で
あ
る
。管
轄
す
る
所
領
は
異
な
る
も
の
の
、

同
一
役
所
で
同
日
に
発
出
さ
れ
た
と
い
え
る
。
一
方
、
近
隣
に
位
置
す
る
同
じ
幕

府
領
代
官
伊
奈
友
之
助
役
所
が
管
轄
す
る
武
蔵
国
多
摩
郡
下
師
岡
村
で
は
、
触
に

「
卯
九
月
」
の
み
が
記
さ
れ
、
対
応
に
差
が
見
ら
れ
る
。
添
文
を
比
較
す
る
と
、

玉
田
役
所
の
文
言
に
は
「
右
之
通
御
書
付
出
候
間
得
其
意
、
心
得
違
無
之
様
小
前

末
々
迄
も
不
洩
様
得
与
可
申
聞
候
、
此
廻
状
早
々
順
達
、
留
村
ゟ
無
遅
滞
御
役
所

江
相
返
候
也
」
と
あ
る
。
伊
奈
役
所
の
文
言
に
は
「
右
之
通
被
仰
出
候
間
得
其
意
、

小
前
不
洩
様
申
渡
、
若
疑
敷
も
の
及
見
聞
候
ハ
ヽ
早
速
可
訴
出
候
、
廻
状
村
下
ニ

令
請
印
早
々
相
廻
し
留
村
ゟ
可
相
返
候
、
以
上
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
表
現
の
違

い
が
確
認
で
き
る15

。
翌
九
月
七
日
に
は
、
田
中
藩
の
舟
戸
役
所
か
ら
出
さ
れ
た

下
総
国
葛
飾
郡
花
野
井
村
の
触
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
触
で
は
「
右
之
通
り

従
公
儀
御
触
ニ
候
条
得
其
意
、
小
前
百
姓
共
江
茂
急
度
相
守
候
様
可
申
渡
候
、
此

廻
状
村
下
ニ
令
請
印
早
々
順
達
、
留
村
ゟ
可
差
戻
候
、
以
上
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

幕
府
領
と
同
様
に
公
儀
触
で
あ
る
こ
と
や
、
村
へ
の
順
達
が
明
記
さ
れ
て
い
る16

。

九
月
九
日
、
小
田
原
藩
の
地
方
役
所
か
ら
駿
河
国
駿
東
郡
茱
萸
沢
村
に
出
さ

れ
た
触
で
は
、
公
儀
触
の
日
付
が
九
月
朔
日
と
記
さ
れ
て
お
り
、
八
月
で
は
な

い
。
こ
の
場
合
、
小
田
原
藩
が
公
儀
触
を
受
領
し
た
日
付
を
記
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
触
は
竹
之
下
村
を
経
由
し
て
郡
中
一
統
に
回
覧
さ
れ
、
茱
萸
沢

村
で
は
九
月
一
八
日
に
受
取
と
注
記
さ
れ
て
い
る17

。
そ
の
後
、
九
月
一
二
日
に

は
大
坂
町
奉
行
、
一
七
日
に
は
山
形
藩
、
一
九
日
に
は
三
河
吉
田
藩
、
二
二
日
に

は
津
山
藩
へ
と
伝
達
さ
れ
て
い
っ
た
。
京
都
へ
の
触
は
九
月
中
に
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
日
付
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
前
後
の
触
の
日
付
が
二
三
日

と
二
五
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
に
伝
達
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る18

。
九
月

一
九
日
、
吉
田
藩
か
ら
三
河
国
宝
飯
郡
長
山
村
に
出
さ
れ
た
触
に
は
、「
覚
」
と

し
て
「
公
儀
御
触
触
（
衍
字
カ
）書

江
戸
表
ゟ
被
差
遣
」
と
添
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
触
の

書
き
出
し
で
一
般
的
で
あ
る
「
覚
」
が
記
さ
れ
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
考

え
ら
れ
る19

。

九
月
に
伝
達
さ
れ
た
触
は
、幕
府
に
近
い
武
蔵
や
下
総
を
起
点
と
し
て
、駿
河
、

摂
津
（
大
坂
）、
出
羽
、
美
作
、
若
狭
、
山
城
（
京
都
）、
因
幡
な
ど
、
幕
府
直
轄

地
や
そ
の
周
辺
地
域
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
二
）
同
国
、
同
郡
内
で
の
比
較

九
月
お
よ
び
一
〇
月
の
事
例
と
し
て
、
同
一
郡
内
の
異
な
る
藩
領
に
伝
達
さ

れ
た
触
が
あ
る
。
若
狭
国
敦
賀
郡
で
は
、
小
浜
藩
領
の
市
野
々
村
が
九
月
晦
日
、

加
知
山
藩
領
の
莇
生
野
村
が
一
〇
月
二
日
に
触
を
受
け
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
市
野
々
村
の
触
に
は
、「
従
公
儀
被
仰
出
候
御
触
書
之
覚
」
と
あ
り
、
触
本

文
の
後
に「
右
之
趣
、村
中
寺
社
方
末
々
共
不
洩
様
申
付
急
度
相
守
可
申
候
、以
上
、

九
月
晦
日
、
武
伴
助
・
添
半
四
郎
、
右
村
々
庄
や
か
た
へ
」
と
添
文
が
記
さ
れ
て

い
る20

。
発
信
者
で
あ
る
武
藤
伴
助
と
添
田
半
四
郎
は
郡
代
官
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
る21

。
一
方
、莇
生
野
村
の
触
に
は
「
御
公
儀
御
触
書
之
写
」
と
冒
頭
に
記
さ
れ
、

触
本
文
の
最
後
に
「
寛
政
七
乙
卯
年
十
月
二
日
ニ
御
触
書
写
ス
」
と
記
録
さ
れ
て

い
る22

。
同
一
郡
内
で
藩
領
が
異
な
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
触
が
伝
達
さ
れ

て
お
り
、
江
戸
か
ら
の
距
離
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
国
内
で
同
一
藩
領
に
伝
達
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
一
〇
月
一
七
日

の
紀
州
藩
領
海
部
郡
吉
原
組
大
庄
屋
、
一
八
日
の
紀
州
藩
付
家
老
安
藤
家
支
配
の
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田
辺
町
が
挙
げ
ら
れ
る
。
吉
原
組
の
触
に
は
、「
右
御
触
各
組
下
寺
社
方
へ
も
可

被
相
触
候
、
此
段
寺
社
奉
行
中
ゟ
申
来
候
付
申
越
候
、
以
上
、
十
月
十
七
日
、
村

上
弥
太
夫
、
小
林
六
左
衛
門
、
六
組
宛
」
と
あ
り
、
触
が
寺
社
奉
行
経
由
で
郡
内

の
六
組
の
大
庄
屋
に
宛
て
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る23

。
ま
た
、「
村
々
へ
相

通
、
二
四
日
来
ル
」
と
の
記
載
か
ら
、
吉
原
組
に
は
二
四
日
に
到
着
し
、
翌
日
に

は
日
方
組
へ
と
廻
状
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
田
辺
町
で
は
「
右
之
通
相
触
候
間

可
存
其
趣
候
、
右
十
月
十
八
日
町
在
御
通
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
安
藤
家
領
と
し

て
独
自
に
伝
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る24

。

幕
府
領
で
島
原
藩
の
預
地
で
あ
っ
た
肥
後
国
天
草
郡
本
戸
馬
場
村
の
大
庄
屋

に
は
、
一
〇
月
二
一
日
付
で
触
が
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
触
の
冒
頭
に
は
「
戸
田
采

女
正
殿
御
渡
候
御
書
付
壱
通
大
目
附
中
ゟ
廻
状
ニ
而
来
写
」
と
あ
り
、
触
本
文
と

共
に
「
態
申
触
候
、
従
公
儀
紛
敷
宗
法
御
禁
止
之
儀
ニ
付
被
仰
出
候
御
書
付
写
壱

通
」
と
添
文
が
記
さ
れ
て
い
る25

。
こ
の
触
は
、
島
原
藩
役
人
の
西
田
市
右
衛
門

と
冨
田
勝
兵
衛
か
ら
郡
中
の
村
々
の
大
庄
屋
・
庄
屋
宛
に
発
信
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
老
中
戸
田
氏
教
か
ら
の
書
付
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

時
に
善
光
寺
如
来
の
開
帳
や
酒
造
高
に
関
す
る
勘
定
所
の
触
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の
老
中
名
の
入
る
形
式
は
他
の
藩
の
触
で
も
確
認
さ
れ
、

公
儀
触
の
伝
達
に
お
け
る
一
定
の
様
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る26

。
こ
の
よ
う

に
、
一
〇
月
以
降
は
若
狭
、
紀
伊
、
備
前
、
肥
後
、
丹
後
な
ど
、
九
月
に
比
べ
て

西
国
方
面
な
ど
江
戸
か
ら
遠
い
地
域
へ
の
伝
達
が
進
ん
で
い
る
。

一
一
月
の
事
例
は
二
件
で
、
盛
岡
藩
と
熊
本
藩
の
藩
法
集
に
記
録
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
正
確
な
伝
達
月
を
確
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
熊
本
藩
の
藩
校
時
習
館
塾
長
で
あ
っ
た
中
山
昌
禮
が

編
纂
し
た
『
度
支
彙
凾
』
に
は
、「
寛
政
七
年
十
一
月
公
儀
御
触
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
触
本
文
の
日
付
は
八
月
と
さ
れ
て
い
る27

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
熊
本
藩

で
は
一
一
月
に
触
が
伝
達
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

一
二
月
の
事
例
と
し
て
は
、
備
後
国
沼
隈
郡
松
永
村
の
承
天
寺
へ
の
触
が
挙

げ
ら
れ
る
。
冒
頭
に
は
「
寛
政
七
年
卯
十
二
月
日
」
と
記
さ
れ
、
添
文
に
は
「
此

度
御
触
書
、
自
江
府
寺
社
御
奉
行
所
御
渡
被
成
、
諸
国
寺
々
へ
茂
、
相
触
可
申
旨

被
仰
出
候
間
、
可
相
心
得
者
也
、
妙
心
寺
」
と
あ
る28

。
こ
れ
に
よ
り
、
幕
府
の

寺
社
奉
行
か
ら
妙
心
寺
を
経
由
し
、
承
天
寺
（
妙
心
寺
の
直
末
）
へ
寺
院
の
本
末

制
に
基
づ
い
て
伝
達
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
三
）
藩
法
令
集
の
分
類
と
地
域
性

対
象
と
し
た
藩
の
法
令
集
と
記
録
七
件
は
、
編
年
形
式
と
分
類
形
式
の
二
つ

に
大
別
さ
れ
る
。
法
令
・
記
事
を
年
代
順
に
並
べ
る
編
年
形
式
は
、
盛
岡
藩
、
高

崎
藩
、
鳥
取
藩
、
熊
本
藩
で
あ
る
。
一
方
、
内
容
ご
と
に
分
類
す
る
形
式
は
、
岡

山
藩
と
津
山
藩
で
見
ら
れ
る
。
編
年
形
式
を
採
用
す
る
藩
で
も
、
高
崎
藩
郡
方
の

よ
う
に
「
不
受
不
施
之
儀
ニ
付
御
触
」
と
触
の
概
要
を
記
す
例
が
あ
る29

。

分
類
形
式
を
採
用
す
る
岡
山
藩
で
は
、
町
奉
行
所
が
「
宗
門
之
事
」30

、
藩
全
体

で
は
「
宗
門
改
之
部
」
と
い
う
分
類
を
設
け
、
触
自
体
に
は
「
異
風
成
宗
旨
不
可

執
行
事
」
と
の
記
載
が
あ
る31

。
津
山
藩
で
は
、「
郷
中
御
条
目
」
の
目
録
に
「
不

受
不
施
」
と
明
示
し
た
項
目
が
設
け
ら
れ
て
お
り32

、
い
ず
れ
も
宗
門
・
不
受
不

施
に
関
す
る
触
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
藩
の
領
内
は
、
先
述
の
通
り
不

受
不
施
派
の
信
仰
が
多
い
地
域
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
津
山
藩
で
は
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
冬
、
不
受
不
施
派
の
内
信
組

織
が
摘
発
さ
れ
た33

。
不
受
不
施
僧
を
匿
い
内
信
し
て
い
た
町
人
に
対
し
て
吟
味

が
行
わ
れ
、
同
年
一
〇
月
二
九
日
に
は
津
山
出
身
の
不
受
不
施
出
家
で
あ
る
日
是



74

第二部　公儀触等の伝達研究

が
入
牢
し
、
そ
の
後
牢
死
し
た34

。
こ
の
事
件
で
は
、
町
奉
行
が
謹
慎
処
分
を
受
け
、

関
係
者
は
追
放
や
闕
所
に
処
さ
れ
た
。
一
方
、
岡
山
藩
で
は
同
年
、
平
井
村
高
森

に
不
受
不
施
派
の
祖
で
あ
る
日
奥
を
顕
彰
す
る
碑
が
建
立
さ
れ
、
こ
の
碑
建
立
を

契
機
に
、備
前
国
全
域
で
二
万
三
〇
〇
〇
人
の
内
信
者
が
検
挙
さ
れ
た35

。
さ
ら
に
、

岡
山
藩
で
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
八
月
一
三
日
、町
奉
行
と
御
郡
代
か
ら
「
上

出
石
町
紙
屋
権
六
、
不
受
不
施
内
信
之
趣
ニ
相
聞
候
ニ
付
、
御
吟
味
有
之
候
処
、

致
欠
落
不
相
見
候
、
御
国
中
在
町
見
逢
イ
次
第
召
捕
候
」
と
指
示
が
出
さ
れ
て
い

る36

。
こ
れ
は
、
岡
山
城
下
の
上
出
石
町
に
住
む
紙
屋
権
六
に
つ
い
て
、
不
受
不

施
の
内
信
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
調
査
し
た
が
、
既
に
逃
亡
し
て
お
り
、
領

内
の
在
町
で
発
見
次
第
、
捕
縛
す
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
岡
山
藩
に
お
い

て
、
不
受
不
施
派
の
内
信
者
は
城
下
町
に
も
存
在
し
て
お
り
、
取
り
締
ま
り
は
現

実
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
ご
と
の
事
情
が

各
藩
に
お
け
る
宗
教
政
策
の
違
い
に
影
響
を
与
え
、
そ
の
結
果
、
法
令
集
の
編
纂

方
針
に
も
差
異
が
生
じ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
近
世
に
禁
教
と
さ
れ
た
不
受
不
施
派
に
関
す
る
寛
政
七
年
の
公

儀
触
を
事
例
と
し
て
、
全
国
へ
の
伝
達
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
一
に
、
不
受
不
施
派
の
信
仰
は
禁
教
以
降
、
内
信
や
法
立
な
ど
地
下
組
織

と
し
て
の
活
動
へ
移
行
し
、
幕
府
や
領
主
に
よ
っ
て
摘
発
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
期

の
摘
発
が
寛
政
七
年
公
儀
触
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
が
、
同
時
期
に
は
九
州
に

お
い
て
浦
上
崩
れ
な
ど
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
や
、
真
宗
隠
れ
念
仏
の
摘
発
も
行
わ
れ

て
い
た
。「
何
宗
に
よ
ら
ず
、
異
風
成
ル
執
行
ひ
致
間
敷
候
、
万
一
申
勧
め
候
者
」

と
触
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
不
受
不
施
派
に
限
ら
ず
、
幕

府
の
方
針
に
反
す
る
信
仰
が
顕
在
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
に
、
不
受
不
施
派
禁
令
触
の
全
国
各
地
へ
の
伝
達
状
況
を
月
別
に
検
討

し
た
結
果
、
関
東
か
ら
近
隣
諸
国
、
幕
府
直
轄
地
、
周
辺
部
、
西
国
・
遠
国
へ
と

伝
達
さ
れ
る
過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
幕
府
代
官
所
、

同
国
、
同
藩
領
、
幕
府
預
所
な
ど
、
同
一
地
域
内
で
も
伝
達
日
や
方
法
に
違
い
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
地
域
ご
と
の
特
性
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
藩
が
編
纂
し

た
法
令
集
や
記
録
を
分
析
す
る
と
、
不
受
不
施
派
の
信
仰
が
顕
著
で
あ
っ
た
地
域

で
は
、
法
令
を
分
類
し
項
目
立
て
す
る
な
ど
の
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

以
上
の
寛
政
七
年
不
受
不
施
派
禁
令
の
事
例
か
ら
、
公
儀
触
は
各
藩
や
各
村

で
御
用
留
や
法
令
集
に
正
確
に
写
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に

受
容
し
、
政
策
と
し
て
実
行
し
た
か
に
つ
い
て
は
地
域
ご
と
に
相
違
が
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た37

。
全
国
に
伝
達
さ
れ
た
公
儀
触
は
、
各
藩
の
地
域
性
や

社
会
的
背
景
を
反
映
し
な
が
ら
、
多
様
な
形
で
受
容
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
二
〇
二
四
年
度JSPS23k01060 

の
助
成
を
受
け
た
「
公
儀
触
に
よ

る
両
領
国
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
体
制
の
最
終
検
証
と
触
研
究
へ
の
報
提
供
あ
り

方
研
究
」（
研
究
代
表
山
田
洋
一
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
追
記
】

　

本
書
中
の
稲
穂
将
士
「
丹
後
国
宮
津
藩
に
お
け
る
寺
社
へ
の
触
伝
達　

―
智
恩

寺
文
書
を
素
材
に
―
」（
九
四
頁
）
に
よ
る
と
、
宮
津
藩
の
寺
社
役
所
か
ら
領
内

寺
院
へ
は
辰
（
寛
政
八
）
年
二
月
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
教
授
）
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【
註
】

1�

山
田
洋
一
・
東
昇
編
『
京
丹
後
市
久
美
浜
町
太
刀
宮
文
書
（
久
美
浜
代
官
所
郡
中
代
等
文
書
）・

佐
治
家
資
料
調
査
と
御
用
留
横
断
研
究
』（
京
都
府
立
大
学
文
化
遺
産
叢
書
二
六
、二
〇
二
二
年
）

に
収
録
さ
れ
る
、
中
川
博
勝
「
山
城
国
旗
本
天
野
領
に
お
け
る
公
儀
触
の
伝
達
」、
山
田
洋
一
「
徳

川
領
国
（
武
蔵
国
・
久
美
浜
代
官
所
領
〈
丹
後
・
但
馬
国
〉）
と
国
持
外
様
領
国
（
周
防
・
長
門
国
）

の
公
儀
触
等
」
等
。

2�

藤
井
讓
治
『
江
戸
時
代
の
お
触
れ
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
、
四
一
～
五
三
頁
。

3�

水
本
邦
彦
『
海
辺
を
行
き
交
う
お
触
れ
書
き 

浦
触
の
語
る
徳
川
情
報
網
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
九
年
、
一
一
～
一
四
頁
。

4�

藤
井
學
「
江
戸
幕
府
の
宗
教
統
制
」『
日
本
歴
史
』
近
世
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
。

5�

「
御
触
書
天
保
集
成
」九
七
、宗
旨
之
部
、六
二
二
二（
高
柳
真
三
、石
井
良
助
編『
御
触
書
天
保
集
成
』

下  

岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）。

6�

朴
澤
直
秀「「
七
里
法
華
」と
不
受
不
施
信
仰
」『
千
葉
県
の
歴
史
』歴
史
資
料
編
、近
世
三（
上
総
一
）、

二
〇
〇
一
年
、
三
六
～
三
九
頁
、
一
四
四
～
一
四
六
頁
。

7�

『
多
古
町
史
』
下
、
一
九
八
五
年
、
六
四
一
～
六
五
〇
頁
、『
多
古
町
史
』
上
、
一
九
八
五

年
、
一
〇
四
七
頁
。
加
川
治
良
『
房
総
禁
制
宗
門
史 　

 

日
蓮
宗
不
受
不
施
派
・
内
証
題
目
講
』

一
九
六
五
年
、
八
六
～
九
三
頁
。

8�

『
多
古
町
史
』
下
、
六
四
二
頁
。

9�

「
寛
政
六
年
下
総
法
難
、
享
和
二
年
備
中
惣
爪
法
難
記
録
」『
岡
山
県
地
方
史
資
料
叢
書
』
七
、
岡

山
県
地
方
史
研
究
連
絡
協
議
会
、
一
九
六
九
年
、
六
四
～
六
六
、一
九
〇
頁
。

10�

東
昇
「
近
世
後
期
肥
後
国
天
草
郡
の
見
分
・
廻
村
と
宗
門
改
」『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
（
人
文
）』

七
五
、二
〇
二
三
年
、
四
三
頁
。

11�

大
橋
幸
泰
『
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
』、
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
七
～
一
〇
九
頁
。

12� 

寛
政
二
年
「
日
記
」、
檜
垣
文
庫
二
〇
七
―
三
二
・
三
三
、一
二
五
―
八
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵
）。

13
対
象
は
、
国
立
国
会
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
選
定
し
た
。

14
「
御
用
役
用
筋
幷
何
に
て
も
書
留
帳
」『
貝
塚
市
史
』
三
（
史
料
）、
一
九
五
八
年
、
五
九
二
頁
。

15
「
伊
奈
御
廻
状
留
」
下
師
岡
村
、
青
梅
市
郷
土
博
物
館
編
『
御
廻
状
留
帳
』
三 （
青
梅
市
史
史
料
集

三
〇
）、
一
九
八
三
年
、
一
三
〇
頁
、「
田
安
御
廻
状
留
」
野
上
村
、
同
上
一
四
四
頁
。

16
『
柏
市
史 

資
料
編
』
九
（
御
廻
状
集
成
）、
一
九
七
三
年
、
二
八
二
頁
。

17
『
御
殿
場
市
史
』
一 （
古
代
中
世
・
近
世
史
料
編
）、
一
九
七
四
年
、
五
一
五
頁
。

18�

京
都
町
触
研
究
会
編
『
京
都
町
触
集
成
』
七 

（
寛
政
元
年
～
寛
政
一
〇
年
）、
岩
波
書
店
、

一
九
八
五
年
、
三
五
〇
～
三
五
一
頁
。

19�

『
一
宮
町
誌
』
近
世
文
書
資
料
編
、
一
九
七
一
年
、
七
〇
三
頁
、
触
に
お
け
る
「
覚
」
の
使
用
に

つ
い
て
は
、
藤
井
讓
治
『
江
戸
時
代
の
お
触
れ
』
七
五
頁
を
参
照
。

20�

「
諸
事
留
帳
」『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
四
下
、
一
九
八
三
年
、
二
五
八
～
二
五
九
頁
。

21
「
諸
事
留
帳
」『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
四
下
、
二
〇
五
頁
。

22
「
十
ヶ
村
諸
色
跡
書
帳
」『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
四
下
、
四
一
九
～
四
二
〇
頁
。

23
「
御
触
留
」『
和
歌
山
市
史
』
六 （
近
世
史
料
二
）、
一
九
七
六
年
、
三
八
四
頁
。

24
『
万
代
記
』
六
〇 

・ 

六
一
、
田
辺
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年
、
一
五
一
頁
。

25�

「
御
用
触
写
帳
」『
天
領
天
草
・
大
庄
屋
・
木
山
家
文
書 

御
用
触
写
帳
』
一
、
本
渡
市
教
育
委
員
会
、

一
九
九
五
年
、
一
五
四
頁
。

26�

明
和
六
年
二
月
「
松
平
右
近
将
監
殿
御
渡
候
御
書
付
写
」
大
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
大
野
市
史
』

九
（
用
留
編
）、
一
九
九
五
年
、
四
〇
五
頁
。

27
『
藩
法
集
』
七
、
創
文
社
、
一
九
六
六
年
、
七
〇
七
頁
。

28�

村
田
露
月
編
『
松
永
町
誌
』、
一
九
五
二
年
、
三
八
二
～
三
八
三
頁
。

29�

高
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
調
査
員
会
編
『
高
崎
史
料
集
』
藩
記
録
（
大
河
内
）
二
、一
九
八
九
年
、

一
六
七
頁
。
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30�
「
宗
門
之
事
」（
寛
文
元
年
～
文
政
一
三
年
）岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
等
刊
行
会
編『
市
政
提
要
』下
、

一
九
七
四
年
、
四
三
八
頁
。

31�

「
法
例
集
拾
遺
」『
藩
法
集
』
一
下
（
岡
山
藩
下
）、
創
文
社
、
一
九
五
九
年
、
二
三
一
、二
三
三
頁
。

岡
山
藩
に
お
け
る
基
本
的
な
藩
法
集
に
は
、「
法
例
集
」「
法
例
集
拾
遺
」「
法
例
集
後
編
」
が
あ

る
。「
法
例
集
」
に
は
「
宗
門
改
方
部
」
が
含
ま
れ
、
寛
永
一
六
年
～
宝
暦
一
〇
年
（
一
六
三
九
～

一
七
六
〇
）
の
内
容
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（『
藩
法
集
』
一
上
（
岡
山
藩
上
）、創
文
社
、一
九
五
九
年
、

四
九
七
～
五
二
九
頁
）。
一
方
、「
法
例
集
拾
遺
」
は
宝
永
六
年
～
寛
政
七
年
の
内
容
、「
法
例
集
後
編
」

に
は
人
事
門
に
「
宗
門
改
」
が
含
ま
れ
、
明
治
二
～
三
年
（
一
八
六
九
～
一
八
七
〇
）
の
内
容
が

収
録
さ
れ
て
い
る
（『
藩
法
集
』
一
下
、
五
八
五
～
五
九
〇
頁
）。

32�

『
岡
山
県
史
』
二
五
、
津
山
藩
文
書
、
一
九
八
一
年
、
五
五
一
頁
。

33�

東
昇
「
津
山
藩
に
お
け
る
宗
門
改
制
度
の
変
遷 

―
宗
教
と
地
域
情
報
の
把
握
―
」『
京
都
府
立
大
学

学
術
報
告
（
人
文
）』
六
四
、二
〇
一
二
年
、
一
四
五
～
一
四
六
頁
。

34�

津
山
郷
土
博
物
館
紀
要
『
津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
』
一
、一
九
九
二
年
、
七
～
八
頁
。「
不
受
不

施
法
難
史
年
表
」『
岡
山
県
地
方
史
資
料
叢
書
』
七
、二
四
二
～
二
四
三
頁
。

35
『
岡
山
県
史
』
七
、
近
世
二
、一
九
八
五
年
、
七
三
七
頁
。

36
『
岡
山
県
史
』
二
四
、
岡
山
藩
文
書
、
一
九
八
二
年
、
一
一
五
七
頁
。

37�

村
に
お
け
る
公
儀
触
の
受
容
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
寛
政
三
年
の
酒
造
休
株
に
関
す
る
触
を
村
民

へ
読
み
聞
か
せ
る
際
に
選
択
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
（
前
掲
、
東
昇
「
近
世
後
期
肥
後
国
天
草
郡
の

見
分
・
廻
村
と
宗
門
改
」、
四
五
頁
）。
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触年月日 領主 史料名 国 作成 種類 出典 刊行
0 8 月 幕府 御 触 書 天 保 集

成 97-6222
－ 幕府 藩 法 令 集

記録
御 触 書 天 保 集 成 
下

1958

1 11 月 7 日 盛岡藩 御家被仰出 陸奥 盛岡藩 藩 法 令 集
記録

藩法集 第 9 の上 
( 盛岡藩 上 )

1970

2 8 月 庄内藩 鶴岡御町例帳 出羽 鶴岡町 記録 鶴ケ岡大庄屋宇治
家 文 書 上 巻 ( 鶴
岡市史資料篇 荘
内史料集  11)

1982

3 9 月 17 日 山形藩 事林日記 出羽 山形城下専
称寺

日記 山形市史 史料編 
2 ( 事林日記 上 )

1971

4 寛政 7 年
9 月

新庄藩 御触記録帳 出羽 村山郡谷地
カ

御用留 御触記録帳より見
たる郷土の世相

1937

5 寛政 7 年
9 月 11 日

竹 垣 三 右 衛 門
役所（幕府）

御用（状留帳）武蔵 葛飾郡藤原
新田

御用留 船橋市史 史料編 
2

1988

6 卯 8 月 大 貫 治 右 衛 門
役所（幕府）

寛永録 武蔵 葛飾郡深川
漁師町

記録 寛永録 : 江東区資
料 4

1988

7 卯 9 月 6 日 玉 田 新 平 役 所
( 幕府）

御用留帳 武蔵 多摩郡新町
村名主

御用留 東 京 都 古 文 書 集 
第 2 巻 ( 旧多摩郡
新町村名主吉野家
文書 2)

1984

8 卯 9 月 伊 奈 友 之 助 役
所（幕府）

伊奈御廻状留 武蔵 多摩郡下師
岡村

御用留 御廻状留帳 3 ( 青
梅市史史料集  第
30 号 )

1983

9 卯 9 月 6 日 玉田新平役所 田安御廻状留 武蔵 多摩郡野上
村

御用留 御廻状留帳 3 ( 青
梅市史史料集  第
30 号 )

1983

10 8 月 高崎藩 郡方雑記 上野 高崎藩 藩 法 令 集
記録

高崎史料集 藩記
録 ( 大河内 ) 2

1989

11 9 月 7 日 舟戸役所（田中
藩）

（御用留） 下総 葛飾郡花野
井村他

御用留 柏市史 資料編 9 
( 御廻状集成 )

1973

12 卯 8 月 生実藩 五箇条 下総 千葉郡野田
村

記録 千葉市史 史料編 
4 ( 近世 )

1983

13 9 月 9 日 地方役所（小田
原藩）

御用留 駿河 駿東郡茱萸
沢村江藤家

御用留 御 殿 場 市 史 第 1
巻 ( 古代中世・近
世史料編 )

1974

14 9 月 19 日 役所（吉田藩） 御配符写留帳 三河 宝飯郡長山
村

御用留 一宮町誌 近世文
書資料編

1971

15 8 月 旗 本 安 藤 氏 春
日領

年中諸御用帳 越後 春日会所 御用留 柏 崎 市 史 資 料 集 
近世篇 1 上 

1984

16 9 月晦日 小浜藩 諸事留帳 若狭 敦 賀 郡 市
野々村

御用留 敦賀市史 史料編 
第 4 巻 下

1983

17 寛政 7 年
10 月 2 日

加知山藩 十 ヶ 村 諸 色 跡
書帳

若狭 敦賀郡莇生
野村

御用留 敦賀市史 史料編 
第 4 巻 下

1983

18 卯 9 月 京都町奉行 古久保家触留 山城 京都町代 御用留 京都町触集成 第
7 巻 ( 寛政元年～
寛政 10 年 )

1985

【表】寛政７年不受布施禁令触一覧
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19 9 月 12 日 大坂町奉行 御 法 度 御 触 書
判形帳

摂津 南組南米屋
町会所

御用留 大阪市史 第 4 巻
上

1912

20 卯 8 月 岸和田藩 御 用 役 用 筋 幷
何 に て も 書 留
帳

和泉 南郡大川村 御用留 貝塚市史 第 3 巻 
( 史料 )

1958

21 10 月 26 日 田辺藩 御 用 日 記 附 覚
帳

丹後 加佐郡伊佐
津村庄屋

御用留 川北家文書 1 ―

22 10 月 18 日 紀州藩 万代記 紀伊 田辺町 御用留 万代記 60・61 1981
23 10 月 17 日 紀州藩 御触留 紀伊 海部郡吉原

組大庄屋
御用留 和 歌 山 市 史 第 6

巻 ( 近世史料 2)
1976

24 10 月 10 日 岡山藩 市政提要 備前 岡山藩町奉
行所

藩 法 令 集
記録

市政提要 下 1974

25 寛政 7 年 岡山藩 法例集拾遺 備前 岡山藩 藩 法 令 集
記録

藩法集 第1 下 (岡
山藩 下 )

1959

26 寛政 3（7 カ）
年 9 月 22
日

津山藩 郷中御条目 美作 津山藩 藩 法 令 集
記録

岡山県史 第 25 巻 
( 津山藩文書 )

1981

27 寛政 7 年
12 月

妙心寺、福山藩 御触書之写 備後 沼隈郡松永
村承天寺

御用留 松永町誌 1952

28 9 月 鳥取藩 在方諸事控 因幡 鳥取藩在御
用場

藩 法 令 集
記録

鳥取県史 第 10 巻 
( 近世資料 )

1980

29 8 月 平戸藩 甲子夜話 肥前 － 随筆 日本随筆大成 第
3 期 第 8 巻

1930

30 11 月 熊本藩 度支彙凾 肥後 熊本藩時習
館塾長中山
昌禮

藩 法 令 集
記録

藩法集 第 7 1966

31 10 月 21 日 幕 府 領 島 原 藩
預

御用触写帳 肥後 天草郡本戸
馬場村大庄
屋

御用留 天領天草・大庄屋・
木山家文書 御用
触写帳 1

1995



表紙の解説
1 2 3 4

5 6

7 8

（裏） （表）

9

1　触留が多数展示されていた 2023 年「第 49 回愛知県公文書館企画展　新・収蔵資料展　～古文書にみる尾張の町と三河

の村～」の展示風景　山田洋一撮影

2　奈良町の町家をイメージした奈良市史料保存館の外観　山田洋一撮影

3　道標「古文書館通り」と川下りの船（船頭さんが「ここ ( 建物 ) は柳川の古文書館」と説明されていた）　山田洋一撮影

4　柳川古文書館の外観　山田洋一撮影

5　仙台伊達家領大肝入（大庄屋）吉田家文書の天保13年（1842）「定留」(御用留)の表紙（2011年東日本大震災の大津波で被災、

その後修復）　陸前高田市教育委員会提供　＊別表No.16、コラム１参照

6　地元の実業家が古物商から買い戻し大正10年（1921）に当時の小松町に寄贈された天保13年 7～ 12月「小松藩会所日記」

の表紙　西条市立図書館小松温芳図書館郷土資料室提供　＊別表No.106 参照

7　戦時中に大阪府立中之島図書館に保管を委託され、大阪大空襲から逃れた天保 13年「御触書承知印形帳」（菊屋町文書）

の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.80 参照

8　維新期に散逸した加賀前田家治政資料の書写による収集事業で作成され、のちに寄贈された天保 12～ 14年「郡方御触留

帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵加越能文庫）の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.56 参照

9　高田城跡（上越市）に再建された高田城三重櫓　山田洋一撮影
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